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維持
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廣岡 久生
JMA専任講師
コンソリューション㈲ 代表コンサルタント

講 師
24名

（1開催1社4名まで）
開催場所により定員数が
異なる場合があります。

定 員

将来を見据えて自部門をどう改革していくのかを考え抜く
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※プログラム・スケジュールは変更することがありますのでご了承ください。

プログラム概念図

＜部長の期待・役割＞

主業種 売上高従業員数

課題図書

メンバーの
「エンゲージメント維持
・モチベーション向上」

『リーダーシップの名著を読む』
日本経済新聞社［編］

※プログラム内容に関する問い合わせ先：【TEL】03（3434）1955　【e-mail】kaisou@jma.or.jp ※申込みに関する問い合わせ先：【TEL】03（3434）6271　【e-mail】seminar@jma.or.jp

一泊二日の
合宿形式アドバンス

コース
問題・課題解決力

■1 部長役割を確認する
～ 部長はなにをすべきか

・「わかっているけれど取り組まない・取り組めない」、
との対峙
・部長に期待される役割と行動
・役割マップで部長業務を整理・確認
・3年後のための組織変革のすすめ方
・部長が意識すべき2つの意思決定前提とは
・部長の役割自己チエック

■2 変革マネジメント ～ ビジョンマネジメント
・変革がすすまない3つの理由
・マネジメントのない変革は、結果が出ない思い付きや
アイデア
・変革がうまく進まない構造
・押さえるべき5つのポイント
・自組織のビジョン
・変革テーマ探索―会社方針の再定義
・変革課題探索―現在の仕事を棚卸し
・変革課題探索―経営環境・組織の変化
・部門・職場のミッションを明らかにする

★ 懇親交流会　19：00～20：00

■3 ビジョンを推進する変革ストーリー
・業務を構成している要素のなかで、どこに焦点をあてる
ことで変革が進むか
・戦略と戦略思考とは
・変革ストーリー策定
・戦略のストーリー化・戦略マップ
・複数のフレームを活用して、成果を引き寄せる
・自組織の変革ストーリー策定
・押さえる7つのポイント

■4 変革に必要なリーダーシップ
・リーダーシップとマネジメント　
・多様性を促進する
・対峙しなければならない課題
・変革リーダーシップとは

変革マネジメントを推進する部長への期待
・変革リーダーシップの持論
・行動への展開　月単位チェック
・メンバー全員が“何のために働き”“どこに向かって
歩み”“一人ひとりが何に貢献していくのか”を明らか
にする

開催時間 【1日目】10：00～20：00
【2日目】  9：00～17：30

参加料（税込）

日本能率協会法人会員

上 記 会 員 外

213,400円／1名

246,400円／1名

※本事業開催最終日の消費税率を適用させていただきます。
※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※参加料には、研修期間内の食費・宿泊費が含まれます。

ね ら い
部長職は、部門の業績向上の最高責任者であると同時に、鋭い経営感覚を持った戦略立案・推進の担い手でなければなりま

せん。しかし現実には、日々の「維持改善業務」に忙殺され、未来に向けた「変革型業務」が後回しになってしまうことも少なく
ありません。

一見ラクに見える「現状維持」は、実は「しんどい安定」です。
本コースは、経営方針を踏まえ、内外の環境変化を見据えたビジョン策定から、具体的な戦略ストーリーの立案、そして現場の

「抵抗」を乗り越える推進力までを一貫して習得する1泊2日の合宿プログラムです。

会期・開催形態（会場）

KFC Hall ＆ Rooms（東京・両国）

2026年10月  6日（火）～  7日（水）
※会場（東京・1泊2日合宿）

2026年12月15日（火）～16日（水）
※会場（東京・1泊2日合宿）

変革を導く4ステップ

1. 他社の部長との相互学習から得る「深い気づき」
自社内に留まっていると、過去の成功体験や無意識の偏見（アンコン
シャス・バイアス）に縛られ、発想が同質化しがちです。本コースの
最大の特長は、多様な業界から集まる部長との「相互学習」にあり
ます。
●「変革の壁」の共有と突破口の発見～ケースを用いたグループ討議
「議論ばかりで進まない官僚主義化」・「現場の抵抗による水面下での失速」
など、変革時に直面する構造的な壁に対し、どのように対処するかを学び
ます。

● バイアスを打破し、自身のマネジメントを客観視する
自分だけでは気づけない思考のノイズや偏りに対して、多様な視点
（PEST分析など環境変化の読み解き方を含む）を取り入れることで、
自社だけでは得られない打開策のヒントを獲得します。

2. 合宿だからこそ得られる「本音の交流」とネットワーク
本コースは、日常業務から完全に離れ、「自組織の変革」に没頭する
ために1泊2日の合宿形式で実施します。講義・演習後に参加者同士
の交流機会も設けます。普段の職場では語りにくいリアルな悩みを
共有できます。「部長職」という孤独と重圧を抱える者同士の本音の
対話は、自己認知力を高め、明日からの変革を強力に推し進める
ための大きな活力となります。

3. 部長職に求められる「未来への布石」と「戦略ストーリー」の
構築
ビジョンを掲げるだけでは組織は動きません。本コースでは、ビ
ジョンを確実な実行につなげるために「戦略マップ」を活用します。
財務（業績）、顧客・市場、業務プロセス（改善）、人材・組織の視点か
ら相互関連した因果関係を可視化し、曖昧な計画を説得力のある「勝
てるストーリー」へと昇華させます。抽象的な理念を具体的な行動
計画（実行シナリオ）へと落とし込む手法を習得します。

4. 学術的視座と実践知を融合したプログラム設計
単なる精神論や経験談ではなく、「戦略の因果関係を明確にする
フレームワーク」・「行動経済学に基づく認知バイアスやノイズへの
対処」・「多様性を活かすシェアードリーダーシップ」・「心理的安全性
の構築」など、経営学・行動科学に基づいた理論を、現場で使える形
で学びます。
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